
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち 12
2022 December

vol.204

・令和 4 年度 やすらぎふれあいフェスタ
・12 月 3 日～ 9 日は「障害者週間」です
・吉備中学校文化祭で手話コーラス披露

手
を
と
り
あ
っ
て

共
に
生
き
る



10
月
8
日
（
土
）、
9
日
（
日
）
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）
で
や
す

ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し

た
。や

す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
と
は
、

障
害
の
あ
る
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
障

害
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。例

年
実
施
し
て
い
る
有
田
圏
域
作
業
所

に
よ
る
物
品
販
売
、
作
業
所
に
通
う
方
や

た
ち
ば
な
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
制

作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
美
術
展
、
福
祉

太
鼓
の
演
奏
の
他
、
8
日
（
土
）
に
は
手

話
体
験
、
9
日
（
日
）
に
ボ
ッ
チ
ャ
体
験

を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
9
日
（
日
）
に
は
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
佐
野
有
美
さ
ん
の
講
演
会

「
障
害
を
持
っ
た
体
に
生
ま
れ
て
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

佐
野
有
美
さ
ん
は
、
先
天
性
四
肢
欠
損

症
と
い
う
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
、
短
い

左
足
に
3
本
の
指
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
て
周
り

の
人
に
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
が
「
当
た

り
前
」
に
な
っ
て
い
た
が
、
助
け
て
も
ら

う
こ
と
は
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
で
は
な

く
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
自

身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
は
「
障
害
の
有
無
は
関
係
な

い
。
障
害
が
あ
っ
て
も
で
き
る
こ
と
は

令
和
4
年
度
︵
2
0
2
2
年
度
︶ 

有
田
川
町
障
害
者
生
き
が
い
促
進
事
業

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

障
が
い
を
持
っ
た

体
に
生
ま
れ
て

①

②③
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ご存じですか？
障害に関するマーク
●ヘルプマーク
　障害のある人の中には、見た目ではわかりづらい障
害を持っている人や意思表示ができない人がいます。
そのような人たちが周囲に配慮を必要としていること
を知らせるのがヘルプマークです。ヘルプ
マークをつけている人を見かけたら、席を
譲ったり、災害時の避難を支援したりして
ください。障害者手帳がなくても、難病の
方や妊娠初期の方も使用できます。

●駐車区画許可証
　障害のある方や高齢者、妊産婦などの移動に配慮を
要する方が使いやすい「障害者等用駐車区画」を利用
するための利用者証です。有効期限内であれば、対象
となる駐車区画に駐車できます。
必ず駐車できるわけではありませ
んのでご了承ください。
　本当に必要な人が利用できるよ
うに区画を空けておきましょう。

●身体障害者マーク・聴覚障害者マーク
　「身体障害者マーク」は肢体不自由であること、「聴
覚障害者マーク」は聴覚障害であることを理由に、運
転免許証に条件付けされている方が運転する車に表示
するマークです。「身体障害者マーク」の表示は努力義
務であるのに対し「聴覚障害者マーク」は義務である
ため必ず表示されています。
　やむを得ない場合を除き、これらのマークが付いて
いる車に幅寄せや割
り込みをした場合、
道路交通法により罰
せられます。

　今回紹介したマーク以外にも、さまざまな障害に関
するマークがあります。見かけた際には「おもいやり・
ゆずりあい・たすけあい」の心で行動しましょう。

和歌山県障害者等用
駐 車 区 画 利 用 証

ゆずりあい駐車区画用
（車いす使用者用駐車区画用）

有効期限： 年　　月

和歌山県

和歌山県障害者等用
駐 車 区 画 利 用 証

車いす使用者用駐車区画用
ゆずりあい駐車区画用

有効期限： 年　　月

和歌山県

聴覚障害者マーク身体障害者マーク

あ
っ
て
、
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

も
で
き
る
方
法
を
探
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
元
気
な
笑
顔
で

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

12 月 3 日～ 9 日は
「障害者週間」です

　「障害者週間」は、広く障害者福祉について関心と理
解を深め、障害者が社会活動に参加する意欲を高める
ための期間です。障害のある人もない人も、その人ら
しさを認め合いながら共生できる社会をつくっていき
ましょう。

　写真解説
①～③佐野 有美さんによる講演会
④⑤福祉太鼓の皆さまの力強い太
鼓演奏　⑥～⑨会場内での作業所
の物品販売の様子。多くの皆さま
にご購入いただきました。　⑩～
⑭作業所や支援学校の作品展示
コーナー　⑮ " 折り染め " の体験
コーナー　⑯手話体験　⑰ボッ
チャ体験

障
が
い
を
持
っ
た

体
に
生
ま
れ
て⑪

⑩

④

⑯

⑮

⑫

⑭⑬

⑤⑥

⑦

⑧⑨

⑰

4₃ 広報ありだがわ　2022.12



障
害
者
の
方
が
利
用
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。

●
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
に

割
引
資
格
証
明
を
受
け
、
料
金
所
で
提
示

す
る
こ
と
で
、
通
行
料
金
が
割
引
さ
れ
ま

す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
と
車
載
器
を
登
録
す
る
こ
と
で

利
用
で
き
ま
す
。

・
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
。
介
護
者
の
場
合
は
、
第
1
種
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
方
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
割
引

障
害
者
の
方
が
い
る
世
帯
で
、
町
民
税

の
課
税
状
況
や
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
全

額
免
除
ま
た
は
半
額
免
除
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
対
象
者

　

◦
半
額
免
除
／
契
約
者
が
視
覚
・
聴
覚

　
　

障
害
者
ま
た
は
重
度
の
障
害
者
で
世

　
　

帯
主
の
方
。

　

◦
全
額
免
除
／
世
帯
員
に
障
害
者
手
帳

　
　

を
お
持
ち
の
方
が
お
り
、
世
帯
構
成

　
　

員
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
方
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

町
内
在
住
の
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、

社
会
参
加
と
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間
最
大
24

枚
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
1
枚
で
タ
ク

シ
ー
の
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
し
ま

す
。

・
対
象
者
／
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
お
り
、
有
田
川
町
で
管
理
す
る
身
体

障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、
療
育
手
帳
Ａ

1
・
A
2
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
1
級
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

の
方
。

●
自
動
車
改
造
費
助
成

身
体
障
害
者
が
就
労
な
ど
社
会
活
動
へ

の
参
加
に
伴
い
、
自
動
車
を
改
造
す
る
場

合
、
そ
の
自
動
車
の
改
造
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
本
人
、
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
は

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

を
お
持
ち
で
、
ハ
ン
ド
ル
や
ア
ク
セ
ル

を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
方
。

・
助
成
額
／
上
限
10
万
円

●
自
動
車
操
作
訓
練
費
助
成

身
体
障
害
者
が
就
労
な
ど
社
会
活
動
へ

の
参
加
に
伴
い
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を

取
得
す
る
場
合
、
取
得
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
4
級

を
お
持
ち
で
、
就
労
な
ど
の
社
会
活
動

へ
参
加
す
る
方
。

・
助
成
額
／
免
許
取
得
に
要
す
る
費
用
の

3
分
の
2
（
上
限
10
万
円
）

●
障
害
者
施
設
通
所
交
通
費
助
成
金

町
内
外
の
障
害
者
施
設
ま
で
の
距
離
が

遠
距
離
の
通
所
に
対
し
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
、
補
助

金
を
給
付
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
家
族
へ

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
も
し
く
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、
主

と
し
て
対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有

す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の

20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離
通
所
補
助
金
制
度

町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設
ま
で
の
距

離
が
遠
距
離
の
通
所
に
対
し
、
保
護
者
の

負
担
の
軽
減
と
児
童
の
療
育
の
場
の
確
保

の
た
め
、
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

12 月 3 日～ 9 日は
「障害者週間」です

知っていますか？
こんな制度

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

ボッチャ体験会を実施しました
9 月 28 日（水）に、有田川町身体障害者福祉連盟でボッチャ体

験会を実施しました。ほとんどの人が初めての体験でしたが、和
歌山県障害者スポーツ指導者協議会の方々にお越しいただき、丁
寧に指導いただいたおかげで楽しく体験することができました。

ボッチャ用品を貸し出します
有田川町では、在住または在勤する人を対象にボッチャ用品を貸

し出しています。学校やグループ、事業所などでぜひご活用ください。
費用は無料です。やすらぎ福祉課（金屋庁舎）でお申し込みください。
※ボッチャ用品は令和 3 年度（2021 年度）に株式会社古勝様か
　らご寄贈いただきました。
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「
手
話
」
と
は
、主
に
ろ
う
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
と
し
て
用
い
る
言
語

で
、
そ
の
手
話
を
使
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合

わ
せ
て
歌
詞
を
手
話
で
表
現
す
る
の
が

「
手
話
コ
ー
ラ
ス
」
で
す
。

手
話
コ
ー
ラ
ス
に
挑
戦
し
た
き
っ
か
け

は
、
昨
年
12
月
に
有
田
川
町
で
手
話
言
語

条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
条
例
に

は
「
手
話
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
理
解
を

深
め
る
こ
と
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
学
校
を
上
げ
て
手
話
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
話
学
習
の
第
一
歩
は
、
生
徒
会
に
よ

る
「
手
話
を
知
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
試

み
で
し
た
。
実
際
に
ろ
う
者
に
話
を
聞
い

た
り
、
手
話
を
習
っ
た
り
し
て
い
く
活
動

の
中
で
「
手
話
で
歌
を
歌
お
う
」
と
声
が

上
が
り
、
今
回
の
挑
戦
に
至
り
ま
し
た
。

生
徒
は
、
あ
ら
か
じ
め
録
画
し
て
お
い

た
お
手
本
の
動
画
を
何
度
も
見
て
、
指
や

手
の
動
き
を
覚
え
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

挑
戦
し
た
生
徒
は
「
手
話
は
知
っ
て
い

た
が
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
の
た
め
に
動
き
を

覚
え
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
話
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。で
も
、

そ
れ
が
楽
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
手
話
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
総
合
的
な
学
習
の
授
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
手
話
の
学
習
を
行
い
、
手
話

や
聴
覚
障
害
に
関
す
る
理
解
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

続けてみよう！

手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

手話でしりとり！「か○」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

　軽く膨らませた両手を合わせ
　指先を開閉させる。

先月号の答えは「スイカ」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント…潮干狩り、お吸い物

吉備中学校文化祭で
手話コーラスを披露
近年、テレビドラマや SNS などで「手話」を目にする機会が多くなってきています。
その中で、11 月 23 日（水・祝）に吉備中学校文化祭で 3 年生が「手話コーラス」に挑戦しました。

有田川町職員向け手話教室
　有田川町役場職員向けの手話教室を
毎年 2 回実施しています。
　手話や聴覚障害に関する理解を深め、
手 話 が 分
かる職員を
増やしてい
ます。
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モンテ・オウ・コスモス
10 月 16 日（日）、3 年ぶりにモンテ・オウ・コ

スモス大会を開催しました。
ランナーはきび東グラウンドからコスモスパー

クまでの標高差約 500m、約 10㎞のコースを駆け
上がりました。

参加された皆さま、ありがとうございました。

コロナに負けるな！ 3 年ぶりの開催

第 9 回
しみずふるさとまつり

11 月 6 日（日）、清水行政局周辺で「第 9 回し
みずふるさとまつり」を開催しました。

今回は 3 年ぶりの開催ということで、会場もイ
ベント内容も大きくリニューアル。「ふるさと再
発見」をテーマに、清水地域の伝統・産業の魅力
を体験できる催しを多く盛り込み、たくさんの人
でにぎわいました。

ステージやショッピングエリアでは、演奏や体験
イベントなどを楽しむ来場者の姿が見られました。

閉会式前には、初の試みとなる抽選会を実施。
282 人の方が参加してくれ、手に汗握る展開にな
りました。

ご来場いただいた皆さま、ありがとうございま
した。
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第 7 回有田川 Library を使った調べる学習コンクール
「これは何だろう？」「どうしてだろう？」――。子どもたちが、疑問に思ったことを図書館の本を使って

調べ、一つの作品にまとめて応募する「調べる学習コンクール」。今年は 241 作品の応募がありました。そ
の中から 4 作品を全国コンクールに推薦します。写真は受賞者の皆さまです。おめでとうございます！

全国コンクールへ推薦する作品の作者
   小学校低学年の部　小川小学校　1 年生　服部旭希くん

   小学校中学年の部　藤並小学校　4 年生　藤岡悠真さん
   　　　　　　　　　藤並小学校　4 年生　小西穂岳くん

   小学校高学年の部　藤並小学校　6 年生　武田唯那さん

マイナポイントの申し込み期限にお気をつけください！
マイナポイントを申し込むためには、マイナンバーカードの

申請が必要です。
マイナンバーカードの申請期限は 12 月 31 日（土）までです。

マイナポイントの申し込みをお考えの方は、忘れずに申請して
ください。マイナポイントの申し込み期限は、令和 5 年（2023
年）2 月 28 日（火）までです。

詳しくは総務省マイナポイント特設サイトをご覧ください。
総務省

マイナポイント
特設サイト

第 1 回藤並区民防災運動会
11 月 6 日（日）に藤並小学校で、藤並区民防災運動

会を開催しました。
この藤並区民防災運動会は、藤並地区全体の防災意識

や区民同士のコミュニケーションを高めることを目的と
しています。競技では、テント建て競争、簡易担架リレー、
土のう積み競争が行われ、その他に地震体験車や水消火
器体験、体育館展示コーナーなどを行いました。
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和歌山県社会福祉協議会会長表彰
10 月 3 日（月）に和歌山県民文化会館で、令

和 4 年度和歌山県社会福祉功労者表彰式が開催さ
れました。

表彰式では、川口妙子さん（庄）、中野富美子
さん（押手）、福居敏郎さん（徳田）、早稲田洋子
さん（粟生）の 4 人が和歌山県社会福祉協議会会
長表彰を受賞されました。

写真（左から）＝中山町長、早稲田 洋子さん、中野 富美子さん

有田川バイオマス発電所竣工式
有田川バイオマス発電所が完成し、10 月 13 日（木）に同発電所で竣工式が執り行われました。
発電設備は小型高効率木質バイオマス熱電供給システム２基。発電で発生した熱を、隣接する「かなや明

恵峡温泉」に供給します。燃料は和歌山県産の未利用材（スギ・ヒノキ）を年間約１万ｔ活用し、年間6,700MWh
の発電量が見込まれます。有田川バイオマス株式会社 原見社長（写真右上）は「エネルギー供給と林業活
性化に貢献したい」と力を込めました。
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11 月 2 日（水）に和歌山城ホールで、第 33 回
（令和４年度）和歌山県赤十字奉仕団大会が開催
されました。

大会では日本赤十字社和歌山県支部長より、宮
本弘子さん（天満）に銀色有功章が、髙垣典子さ
ん（天満）、松阪末子さん（出）、植田文子さん（出）
に感謝状が、それぞれ贈呈されました。

日本赤十字社業務功労表彰

大規模災害時における
防災資機材等の提供に関する協定を締結

10 月 28 日（金）、株式会社ジーアイビーと「大規模災害時における防災資機材等の提供に関する協定」
を締結しました。

株式会社ジーアイビーでは、普段の生活に役立つコインランドリーが、災害時に一時的な避難場所として
活用できる「災害対応型コインランドリー」の取り組みを行っています。

本協定は、大規模災害が発生した場合や防災訓練時において、株式会社ジーアイビーが展開する「ブルー
スカイランドリー松源吉備店」に併設されている倉庫に保管されている簡易発電機および炊き出しセット（ガ
ス炊飯器、鍋）などといった防災資機材の貸し出しを行い、防災活動の支援を実施することを目的としてい
ます。本協定の締結により、有事の際は円滑かつ確実に災害支援を行うことが可能となるとともに、平時か
ら相互の連携強化を図り、万一の災害に備えていくことができます。

写真（左から）＝有田川町長 中山 正隆、株式会社ジーアイビー 
店舗マーケティング部 マネージャー 野田 孝志さん

広報ありだがわ 10 月号に関するおわびと訂正／当コーナー「和歌山県 100 年企業表彰を受賞」の記事内、「株式会社 髙垣酒造（小川）」
と記載しましたが、正しくは「髙垣酒造株式会社（小川）」です。ここに訂正しおわび申し上げます。

●災害対応型コインランドリーとは
　停電などの災害時に「ブルースカイランドリー」

に併設されている LP ガスタンク（約 3 日分の LP

ガスを備蓄）を活用して発電できるガス発電機やガ

スコンロ・炊き出しセットなどを常備しており、一

時的な避難場所として活用することができます。

写真（左から）＝有田川町長、有田川町吉備赤十字奉仕団員 
宮本 弘子さん、有田川町吉備赤十字奉仕団委員長 三木 明美さん
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ぼくの・わたしの「おうちごはん」
ご応募ありがとうございました！

有田川町産の農産物を使ったオリジナルメニューを、子どもたちが保護者の方と一緒に作って応募してくれ
ました。家庭でできる「おうちごはん」としてご応募いただいたメニューから、入選された方のレシピを紹介
します。ぜひ皆さまも作ってみてください。

【作り方】
①オーブンを 180 度で予熱しておく。
②たまねぎとカボチャ、ベーコンをサイコロ切りにして、た

まねぎを透明になるまで炒め、冷ましておく。トマト、ズッ
キーニ、パプリカをスライスなどお好みの切り方で、適当
な大きさに切る。

③ボウルに牛乳、卵、オリーブオイル、塩ひとつまみ、粗び
きこしょうを入れて泡立て機でよく混ぜる。ホットケーキ
ミックスを加え、さらに混ぜる。

④ ②と③とチーズを混ぜ合わせケーキの型に流し入れて、
180 度のオーブンで約 50 分焼けば出来上がり。

野菜たっぷり有田川ケークサレ
【材料】（約 3 ～ 4 人前）

ホットケーキミックス　150g
牛乳　150 ㏄
卵　1 個
オリーブオイル　大さじ 1
チーズ　50 ｇ
ズッキーニ　50 ｇ
トマト　100 ｇ
たまねぎ　150 ｇ
パプリカ　50 ｇ
カボチャ　100g
ベーコン　50 ｇ
塩、粗びきこしょう　少々

おいし・プリン・アリダ・モード
（生石・プリン・有田モード）

【作り方】
カラメルソース

①耐熱カップに砂糖、水を入れ混ぜる。
② 600W のレンジで 1 分加熱する。
③お湯を加え冷ましておく。

プリン
①ボウルに卵、牛乳、砂糖を入れて混ぜる。
②カラメルソースの入った耐熱カップに入れる。
③ 600W で 1 分～ 1 分 30 秒加熱する。
④粗熱が取れたら冷蔵庫に入れて 1 時間冷やす。
⑤お皿の上でカップをひっくり返し、好きな具材を盛り付け

る。

【材料】（約 1 ～ 2 人前）
プリン

卵　1 個
牛乳　140cc
砂糖　大さじ 3

カラメルソース
砂糖　大さじ 1
水　小さじ 1/2
お湯　小さじ 1/2

デコレーション
生クリーム
有田みかんの缶詰
ぶどう　　　など適量

作ってくれたのは…御霊小学校 山田愛華さんとご家族

作ってくれたのは…南部高校 谷本悠郎さん最優秀賞

優秀賞

有田川町産ピックアップ食材
生石トマト・ズッキーニ
カボチャ・パプリカ・卵・玉ねぎ

有田川町産ピックアップ食材
生石の卵・有田みかんの缶詰、ぶどう

有田ライオンズクラブ様が遊具の
ペンキ塗りを行ってくれました

11 月 2 日（水）に、有田ライオンズクラブ様が奉仕作業として、田殿小学校の遊具のペンキ塗りを行っ
てくれました（協賛 : 株式会社亀井様）。きれいになった遊具を見て、児童も大変喜んでいました。

誠にありがとうございました。
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【作り方】
①ゆで卵を作って殻をむく。
②手羽元に、骨に向かって切れ目を入れておく。
③フライパンに油をひき、上下返しながら手羽元に焼き目を

つける。
④ゆで卵を一緒に入れ、みりん以外の調味料を全て入れる。
⑤落しぶたをしてふたをし、中火で 25 分煮込む。
⑥時々ふたを開けて、ひっくり返す。
⑦みりんを入れ、さらに 5 分程度煮込んで照りが出てきたら

出来上がり。

手羽元とゆで卵の甘辛煮
【材料】

手羽元　16 本前後
卵　6 個
砂糖　50 ｇ
しょうゆ　50cc
料理酒　50cc
酢　50cc
みりん　50cc
油　適量

【作り方】
①小松菜を茎の部分と葉の部分の間でばっさり切る。
②お湯を沸かして茎から茹で、色が変わってきたら葉も入れ

て上下返す。
③すぐにザルにあけ、冷水で色止めをする。
④小松菜を細かく切り、水気をしぼる。
⑤フライパンで油を温め、小松菜を入れ炒める。
⑥ちりめんじゃこを足して砂糖、しょうゆを入れる。
⑦混ざったら最後にかつお節を入れて炒め合わせると完成。

【材料】（約 3 ～ 4 人分）
小松菜　2 袋
かつお節　1 つかみ
ちりめんじゃこ　小 1 パック
砂糖　大さじ 2
しょうゆ　大さじ 2
油　適量

あっさり塩麻婆ナス
【作り方】

①白ネギ、ショウガをみじん切りにする。ナスを半分に切り、
斜め切りにする。

②酒、みりん、しょうゆ、鶏がらスープの素、水を合わせて
よく混ぜておく。

③フライパンにごま油をひき、香りが立つまで白ネギ、ショ
ウガを中火で炒める。

④強火にして鶏ミンチ肉を炒め、色が変わったらナスを入れ
火が通るまで炒める。

⑤ ②を回し入れ具材によくからませる。このときに味が薄け
れば塩を入れる。ぐつぐつしたら水溶き片栗粉を回し入れ、
とろみがついたら出来上がり。

⑥お皿に盛りつけ白ネギをのせ、お好みでラー油を適量かけ
れば完成。

【材料】（約 2 人前）
白ネギ　1/2 本（白い部分）
ショウガ　1 片
ナス　中 2 本
鶏ミンチ肉　100 ｇ
酒　大さじ 2
みりん　大さじ 1
しょうゆ　小さじ 1
鶏ガラスープの素（粉末）　大さじ 1
塩　2 つまみ（味をみて調整）
水　50cc
ごま油　適量
水溶き片栗粉　大さじ 1
飾り用の白ネギ　適量
ラー油　適量

有田川町産ピックアップ食材
小松菜・しょうゆ・かつお節

有田川町産ピックアップ食材
卵・しょうゆ

作ってくれたのは…鳥屋城小学校 岩本琉衣さんとご家族入賞

入賞

入賞

期間限定

入賞メニューの一部を、お店で提供いただくことになりました。
1 日あたりの提供数に限りがあるので、事前にお問い合わせください。

●期間／令和 5 年（2023 年）1 月 13 日（金）～ 1 月 31 日（火）
●場所／ナチュラルガーデン
　　　　有田川町水尻 1289-4　☎ 23-7021
●提供メニュー／野菜たっぷり有田川サークサレ、おいし・プリン・アリダ・モード

入賞メニューがお店で食べられる！

小松菜とじゃこのおかかいため

有田川町産ピックアップ食材
なす・鶏ミンチ肉

作ってくれたのは…藤並小学校 林督真さんとご家族

作ってくれたのは…鳥屋城小学校 岩本雫琉さんとご家族

レシピは金屋庁舎、町内直売所に設置しています。
町ホームページでも公開中！詳しくは右のQRコードへ
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ぶどう山
さ ん

椒
しょう

の産地存続に向けた交流会を開催
10 月 2 日（日）、しみず温泉あさぎりの中庭で、龍谷大学経

営学部藤岡ゼミの学生 7 人とぶどう山椒農家とそのご家族な
ど 19 人が集まり交流会を開催しました。

令和元年（2019 年）から続く「ぶどう山椒の発祥地を未来へつ
なぐプロジェクト」の一環で、今夏、収穫を手伝った学生の「産地
の方や農家ともっと交流したい」「ぶどう山椒の産地存続に向けた
自分たちの活動を産地に届けたい」という思いから実現しました。

今まで藤岡ゼミが取り組んできた活動内容を共有し、商品開発
した「ぶどう山椒マドレーヌ」を参加者に試食していただきました。

参加者それぞれ産地存続を願っていること、後継者不足や
新規就農についてなど活発な交流がなされました。

龍谷大学藤岡ゼミ ゼミ長 大津留篤志（産地チーム）
交流会は非常に勉強になり楽しい時間を過ごせた一方で、改めて

産地にある多くの課題を実感した会でもありました。
私たちはまだまだ力不足ですが、多くの方に助けてもらいながら、

皆さんと一緒にこのぶどう山椒の発祥地存続に取り組んでいきたい
と強く思っています。
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子ども・若者育成支援協調月間 ～知事メッセージ伝達式～
和歌山県では、毎年 11 月を「子ども・若者育成支援強

調月間」と定め、育成支援活動へのご理解、ご協力を仰
ぐとともに、市町村をはじめ、関係機関、団体および地
域社会が一体となり、子ども・若者が健やかに成長する
ことを心から願い、日々健全育成に励んでいます。

これに伴い、仁坂吉伸和歌山県知事より「令和 4 年度
（2022 年度）子ども・若者育成支援強調月間」に関しての
知事メッセージを頂き、和歌山県青少年育成県民運動推
進委員の野田義文さん（写真右から 2 番目）、星田仁志さ
ん（写真左）によって中山正隆町長に伝達されました。 和歌山県青少年育成県民運動推進委員の皆さまと中山町長

子育て世帯生活支援特別給付金
（その他世帯分）

申請はお済みですか？

新型コロナウイルス感染症が長期化している中、低所得の子育て世帯に対して生活の支援を行うため、対
象となる方に対して給付金が支給されます。
※既に給付金の支給を受けられた方は、対象となったお子さまについては申請できません。新たに生まれた

お子さまについては、申請不要で給付金を受け取ることができます。
※ひとり親世帯分の給付金の支給を受けられた方は、対象外です。

●給付額／児童 1 人あたり一律 5 万円

●対象児童／令和 4 年（2022 年）3 月 31 日時点で
18 歳未満の児童（特別児童扶養手当受給児は 20
歳未満）

※令和 5 年（2023 年）2 月末までに生まれた新生児
も対象

●支給対象者

①対象児童を養育しており、令和 4 年度（2022 年度）
の住民税均等割が非課税である方 → 申請必要

②新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、
令和 4 年（2022 年）1 月 1 日以降に住民税非課税
相当の収入になった方 → 申請必要

※支給要件に該当するか審査を行います。
※扶養人数により非課税相当限度額が変わります。

詳しくは町ホームページをご覧いただくか、お
問い合わせください。

※令和 4 年（2022 年）4 月分の児童手当または特
別児童扶養手当の支給を受けている方で、令和 4
年度（2022 年度）住民税非課税の方は申請不要で、
既に支給済みです。

申請期間
令和 5 年（2023 年）
2 月 28 日（火）まで

申 問 やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

世帯人数 非課税限度額
（所得）

非課税相当限度額
（収入）

2 82 万 8,000 円 137 万 8000 円
3 110 万 8,000 円 168 万円
4 138 万 8,000 円 209 万 7,000 円
5 166 万 8,000 円 249 万 7,000 円
6 194 万 8,000 円 289 万 7,000 円
7 222 万 8,000 円 329 万 7,000 円

個人住民税均等割の非課税相当限度額表
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

10 月 19 日（水）、三田にある「道の駅あら
ぎの里」で今年度２回目のウォーキング習慣
教室を開催しました。今回は、肩甲骨を意識
した正しい姿勢の保ち方や歩く時の手の動か
し方について理学療法士から説明を受けまし
た。その後、あらぎ島まで姿勢を意識しなが
らウォーキングをしました。

参加者からは「普段歩いているが、姿勢や
手の振り方を意識していなかったので参考に
なった」「いい気候の中ウォーキングすると気
持ちいい」などの声が聞かれました。

ウォーキング習慣教室に参加を希望される方は
地域包括支援センターまでお申し込みください。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！ いつまでも現役！～

小切 良一　さん（96 歳）

「家族と地域の人にも感謝！」
「テレビばっかり見ててもおもしろくない。今はみ

かんの時季で地域の体操教室も休みやけど、こうやっ
て自分で体操してる」と、担当のケアマネさんに説明
する小切さん。「買えば安いけど、体を動かすために
野菜を作ってる」と、きれいに手入れされた畑を見せ
てくれました。
「長い人生、トンネルもあれば、道草をしたり横道

にそれたり、でも生まれてきて良かったと思う。健康
に産んでくれた親に感謝。人は一人で生きていけん、
家族と地域の人にも感謝」「この場所で暮らし続けら
れるよう頑張ってる」と話してくれました。

92 歳で車の運転をやめ、今は電動カートで地区の
会場やお墓参りに出かけます。元気はつらつの小切さ
ん、今日も颯

さっそう

爽と沼田を走り抜けます。

ウォーキング人口を増やすプラン 第 1 弾
“ウォーキング習慣教室 in 清水” を開催しました

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

●今後のウォーキング習慣教室の開催
　12 月 21 日（水）13：30 ～　ポッポみち
　　　　　　　　　　　　　　 ( 集合場所 ALEC）
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暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
ご
注
意

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
多
く
は
、
使

用
者
の「
誤
使
用
・
不
注
意
」が
原
因
で
す
。

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
次
の
内
容

を
守
り
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
こ
た
つ
を
つ
け
っ
ぱ

な
し
に
せ
ず
、
就
寝
時
や
外
出
時
に
は

確
実
に
消
す
。

・
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
で
衣
服
を
乾
か
さ

な
い
。
ま
た
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近

く
に
置
か
な
い
。

・
電
気
コ
ー
ド
な
ど
の
配
線
は
、
折
れ
曲

が
り
に
注
意
し
、
ほ
こ
り
が
溜
ま
り
や

す
い
と
こ
ろ
は
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

※
冬
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
小
さ
な
火
で

も
容
易
に
大
き
な
火
災
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
う
し
た
出
火
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、使
用
方
法
の
確
認
を
行
い
、

暖
房
器
具
の
正
し
い
使
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

窒
息
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

窒
息
は
乳
幼
児
や
高
齢
者
が
起
こ
す
こ

と
が
多
く
、
緊
急
度
・
重
症
度
の
高
い
事

故
の
一
つ
で
す
。

 
事
故
防
止
の
心
得

・
口
に
入
る
大
き
さ
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
は

子
ど
も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な

い
。

・
食
べ
物
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
、

水
分
を
摂
り
な
が
ら
よ
く
嚙か

ん
で
飲
み

込
む
。

・
食
事
の
際
は
、
な
る
べ
く
誰
か
が
そ
ば

に
い
て
注
意
し
て
見
守
る
。

・
万
が
一
に
備
え
、
応
急
手
当
て
の
方
法

を
覚
え
て
お
く
。

※
喉
に
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

1
1
9
番
通
報
す
る
と
と
も
に
応
急

手
当
て
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

火
災　
…　
13
件

救
急　
…　
1
1
7
5
件

救
助　
…　
17
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

10
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

消
防
だ
よ
り

 

窒
息
時
の
対
処
法

傷
病
者
に
反
応
（
意
識
）
が
あ
る
場
合

の
対
処
法
で
す
。
ぐ
っ
た
り
し
て
反
応
が

な
く
な
れ
ば
、
直
ち
に
心
肺
蘇
生
法
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
背
部
叩
打
法
／
肩

甲
骨
の
間
を
手
の

ひ
ら
の
付
け
根
で

力
強
く
連
続
し
て

叩
く
。

●
腹
部
突
き
上
げ
法
／
傷
病
者
の
背
中
側

か
ら
抱
え
る
よ
う
に
腕
を
回
し
、
片
手

で
握
り
こ
ぶ
し
を
作
り
、
親
指
側
を
傷

病
者
の
へ
そ
と
み
ぞ
お
ち
の
間
に
当

て
、
そ
の
こ
ぶ
し
を
も
う
一
方
の
手
で

握
り
、
素
早
く
手
前
上
方
に
向
か
っ
て

圧
迫
す
る
よ
う
に
突
き
上
げ
る
。

※
妊
婦
や
乳
児
に
は
実
施
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
「
あ
り

だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
に
も
、
応

急
手
当
て
の
方
法
を
詳
し
く
掲
載
し
て

い
ま
す
。

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日 19 時～翌朝 9 時、土日祝 9 時～翌朝 9 時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

年
末
警
戒
、
出
初
式
の
ご
案
内

●
年
末
警
戒
／
12
月
28
日（
水
）～
29
日（
木
）

●
消
防
団
出
初
式

・
日
時
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

1
月
8
日
（
日
）

・
場
所
／
明
恵
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※
雨
天
時
は
き
び
ド
ー
ム
で
実
施
。
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自
殺
の
サ
イ
ン

自
殺
し
よ
う
と
す
る
人
は「
死
に
た
い
」

と
い
う
思
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
周
囲

に
伝
え
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
サ
イ
ン

に
早
く
気
付
く
こ
と
が
自
殺
を
防
ぐ
た
め

に
は
と
て
も
大
切
で
す
。

●
自
殺
予
防
の
₁₀
カ
条

⑴
う
つ
病
の
症
状
が
あ
る（
気
分
が
沈
む
、

自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率
が
落
ち

る
、
判
断
で
き
な
い
、
不
眠
が
続
く
）

⑵
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

⑶
酒
の
量
が
増
す

⑷
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑸
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な

失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

⑹
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な

い
⑺
本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の（
職
、

地
位
、
家
族
、
財
産
）
を
失
う

⑻
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

⑼
自
殺
を
口
に
す
る

⑽
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

厚
生
労
働
省
﹁
職
場
に
お
け
る
予
防
と
対
応
﹂
よ
り

日
本
で
は
1
年
間
に
約
2
万
人
、
和
歌

山
県
内
で
は
約
2
0
0
人
の
方
が
自
殺

で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
人
口
の
比
率
で
は

全
国
平
均
を
超
え
る
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
殺
未
遂
者
は
亡
く
な
る
方

の
数
倍
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
、健
康
問
題
、経
済
・
生
活
問
題
、

家
庭
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
や
背

景
が
重
な
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
が
、
何

が
き
っ
か
け
と
な
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。人

の
「
命
」
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
自
殺
者
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
有
田
川
町
に
は
、
自
殺
を
予

防
す
る
た
め
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
自
殺
の

危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
人
）
が
い
ま
す
。

自
分
自
身
や
身
近
に
い
る
大
切
な
人
と

の
心
に
気
付
き
、
支
え
合
い
な
が
ら
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

健康みちしるべ

₁₂
月
1
日
は
「
い
の
ち
の
日
」

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
1
人
で
悩
ま
ず
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

︻
主
な
電
話
相
談
窓
口
︼

●
♯
い
の
ち
S
O
S
／
専
門
の
相
談
員

が
、
必
要
な
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
ま
す
。

☎
0
1
2
0
︲
0
6
1
︲
3
3
8

・
月
・
木
／
24
時
間

・
火
～
水
・
金
～
日
／
6
時
～
24
時

※
日
曜
日
6
時
～
月
曜
日
24
時
ま
で
、
水
曜

日
6
時
～
木
曜
日
24
時
ま
で
連
続
対
応

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
ど
ん
な
悩

み
に
も
寄
り
添
っ
て
、
一
緒
に
解
決
で

き
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

☎
0
1
2
0
︲
2
7
9
︲
3
3
8

・
24
時
間
対
応

●
い
の
ち
の
電
話
／
専
門
の
相
談
員
が
、

必
要
な
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ま
す
。

☎
0
5
7
0
︲
7
8
3
︲
5
5
6

・
毎
日
10
時
～
22
時

☎
0
1
2
0
︲
7
8
3
︲
5
5
6

・
毎
日
16
時
～
21
時
、
毎
月
10
日
8
時
～

20
時

●
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
／
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
専
用
の
相
談
先
。

☎
0
1
2
0
︲
９
９
︲
7
7
7
7

・
毎
日
16
時
～
21
時

︻
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
︼

●
N
P
O
法
人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー 

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
／
自
殺
防
止
相

談
窓
口
で
す
。

・
受
付
時
間

◦
月
・
水
・
金
・
土
／
11
時
～
16
時

◦
月
・
火
・
木
・
金
・
日
／
17
時
～
22
時

●
N
P
O
法
人
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ
／

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、誰
で
も
無
料
・

匿
名
で
利
用
で
き
る
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓

口
で
す
。

・
受
付
時
間
／
24
時
間
3
6
5
日

●
N
P
O
法
人
B
O
N
D
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
／
10
代
20
代
の
女
性
の
た
め
の

L
I
N
E
相
談
で
す
。

・
受
付
時
間
／
月
～
土 

10
時
～
21
時
30

分
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

令和 5 年（2023 年）1 月 17 日（火）
8:00 ～ 9:00   金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房

※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉
　室でお申し込みください。

※右の QR コードからも
　お申し込みいただけます。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

12 月 1 日（木）　
令和 5 年（2023 年）1 月 5 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

12 月 7 日（水）骨密度測定
令和 5 年（2023 年）1 月 4 日（水）
■場所／金屋文化保健センター

12 月 2 日（金）骨密度測定
■場所／清水保健センター

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

12 月 1 日（木）金屋文化保健センター
12 月 5 日（月）清水保健センター
12 月 15 日（木）金屋文化保健センター
令和 5 年 1 月 5 日（木）金屋文化保健センター
令和 5 年 1 月 16 日（月）清水保健センター

※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）8 月生まれ］
　12 月 27 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）1 月生まれ］
　12 月 6 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）4 月生まれ］
　12 月 21 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 2 年（2020 年）9 月生まれ］
　12 月 7 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）5 月生まれ］
　12 月 14 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 4 年（2022 年）10 月）

加入者数 7,240 人

支払額 3 億 526 万円

1 人当たりの医療費
4 万 2,163 円

（前年同月 4 万 2,624 円）

令和 3 年度（2021 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 8,527 円／月

46 万 2,326 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）
運動会

10 月 2 日 ( 日 ) に運動会を開催しました。
さわやかな秋晴れの下、玉入れや一輪車演技、

南中ソーランに精いっぱい取り組む姿を見てい
ただきました。

来年度に入学予定の新入生も元気に行進でき
ました。

10 月 15 日 ( 土 ) と 10 月 22 日 ( 土 ) に、
藤並小学校の運動場を借りて運動会を行い
ました。

晴天の下、汗をかきながら元気いっぱい
競技やダンスなどを頑張りました。

安諦小学校

藤並保育所
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原画展
松本春野 原画展

期間／ 12 月 27 日（火）まで
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おはなし会
①日程／ 12 月 4 日（日）・11 日（日）
　　　         　 18 日（日）・25 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 12 月 10 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書室

③日程／ 12 月 24 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内
■一般書
老害の人　…………………………… 内館牧子／著
京都四条 月岡サヨの板前茶屋… ……… 柏井壽／著
太陽諸島　………………………… 多和田葉子／著
無人島のふたり　…………………… 山本文緒／著
機械仕掛けの太陽　……………… 知念実希人／著
とりあえずお湯わかせ　…………… 柚木麻子／著
過怠　………………………………… 谷村志穂／著
老人ホテル　………………………… 原田ひ香／著

■児童書
星空の約束　………… 三輪裕子／著　森雅之／絵
ふんがふんが　… おおなりしゅうじ／文　丸山誠司／絵
クリスマスのおとしもの　… えがしらみちこ／作
アルメット　…………… トミー・ウンゲラー／作
ロザリーのひみつ司令
…　ティモテ・ド・フォンベル／作　イザベル・アルスノー／絵

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

年末年始の休館日／ 12 月 28 日（水）～令和 5 年 1 月 3 日（火）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

はたらくクルマ大集合 in ALEC
開催日時／ 12 月 4 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／地域交流センター（ALEC）

※当日は駐車場が利用できません。ALEC 隣の吉
備浄化センターをご利用ください。駐車場に
は限りがあります。当日は混雑が予想されま
すので、車でお越しの方はなるべく乗り合わ
せてご来場ください。

イベント

蔵書点検
期間／ ALEC　12 月 13 日（火）～ 15 日（木）
　　　 金屋図書館　12 月 6 日（火）～ 8 日（木）
※蔵書点検の期間中は貸し出しを行いません。
　返却は通常通り行えます。
※期間は変更になる場合があります。
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家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 4 年（2022 年）9 月／約 287 トン
先月から約 34 トンの減少

最近よく "SDGs（エス・ディー・ジーズ）"
という言葉を耳にします。これは国連が定めた

「持続可能な開発目標」の呼び名です。ごく簡単
にいうと「みんなが幸せで快適な生活を送れる
ような未来を作るための目標」でしょうか。

私たち生活者が直接 SDGs に取り組める活動
の一つがごみの減量化です。より良い地球の未
来のためにごみを減らしましょう！

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
︵
吉
備
庁
舎
︶

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

～
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
～

年
末
年
始
は
環
境
セ
ン
タ
ー
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
収
集
場
が
休
業
す
る
こ
と
に
伴

い
、ご
み
を
出
す
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
回
覧
物

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
の
多
い
ご
み
の
出
し
方

●
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
⋮
燃
え
る
ご
み

※
た
だ
し
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
除
く
。

指
定
袋
に
入
る
よ
う
に
切
断
し
て
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
切
断
が
困
難
な
カ
ー

ペ
ッ
ト
は
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
ふ
と
ん
⋮
燃
え
る
ご
み

指
定
袋
に
入
れ
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
源
ご
み
と
し
て
は

出
せ
ま
せ
ん
。
指
定
袋
に
入
れ
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
切
断
し
て
入
れ
る
か
、
環

境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
1

日
10
枚
ま
で
で
す
。
粗
大
ご
み
特
別
収
集

で
は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
⋮
燃
え
な
い
ご
み

火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
で

完
全
に
ガ
ス
を
抜
い
て
、
燃
え
な
い
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
木
・
木
材
⋮
燃
え
な
い
ご
み

木
材
は
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
指
定
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

割
り
ば
し
以
下
の
太
さ
の
も
の
や
鉋か

ん
なく
ず

は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
せ
ま
す
。
木
材

の
直
径
が
15
㎝
以
上
の
も
の
や
指
定
袋
に

入
ら
な
い
も
の
は
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て

も
出
せ
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
面

倒
で
あ
っ
た
り
、
処
理
に
か
か
る
経
費
を

負
担
し
た
く
な
い
と
い
う
理
由
で
、
ご
み

を
山
林
や
河
川
に
捨
て
る
事
例
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
「
不
法

投
棄
」
と
い
い
、
山
林
や
河
川
な
ど
の
公

共
の
土
地
や
他
人
の
土
地
に
ご
み
を
捨
て

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
所
有
地

に
投
棄
し
て
い
る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
、
5

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
1
0
0
0
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
所
有
地
は
自
分
で
守
る

身
勝
手
に
捨
て
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

撤
去
回
収
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。

も
と
の
美
し
い
自
然
を
回
復
さ
せ
る
の
は

難
し
く
、
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

投
棄
者
が
不
明
の
場
合
は
、
土
地
所
有

（
管
理
）
者
が
撤
去
回
収
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
自
分
の
所
有
地
は
十
分
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。
侵
入
禁
止
の
ロ
ー
プ
・
看
板
・

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対
策
が
あ
り

ま
す
。
お
困
り
の
場
合
は
、
環
境
衛
生
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

289 293

303 303

256

315

314
317

283

303

321

287

200

220

240

260

280

300

320

340

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

燃えるごみの収集量(t)

R4R3
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人
権
機
関
有
田
川
で
は
、
毎
年
町
民
の

皆
さ
ま
に
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
こ
う
と
、
人
権
啓
発
標
語
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
幸
せ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小

学
生
の
部
2
9
3
作
品
、
中
学
生
の
部

6
1
1
作
品
、
一
般
の
部
35
作
品
の
、

合
計
9
3
9
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
て
の
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
描
く
「
幸
せ
」
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
思
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
せ
る
こ
と
、

家
族
で
楽
し
く
食
卓
を
囲
め
る
こ
と
、
友

達
の
み
な
ら
ず
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な
が
れ

る
こ
と
な
ど
、
身
近
に
幸
せ
が
あ
る
こ
と

を
作
品
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
の
映
像
や
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
自
然
災
害
の

様
子
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
平
凡
な
日
常

生
活
が
送
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
痛

感
す
る
方
々
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
常
を
表
現
し
た
作
品
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
作
品
を
通
し
て
、
平
和
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
日
常
の
幸
せ
を
改
め
て

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
安
心

し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
人
権
を
守
る
基

本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
一

人
ひ
と
り
の
表
現
や
考
え
方
の
自
由
が
大

切
に
さ
れ
る
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。人

権
機
関
有
田
川　

森
田 

美
保

 「
人
権
啓
発
標
語
」
の

　
　
　
　
募
集
を
通
じ
て

昭
和
23
年（
1
9
4
8
年
）12
月
10
日
、

国
際
連
合
第
3
回
総
会
に
お
い
て
、
全
て

の
人
民
と
全
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
基
準
と
し
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊
重

の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
て

人
権
保
障
の
目
標
な
い
し
基
準
を
国
際
的

に
う
た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。
採

択
日
で
あ
る
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー

（H
um
an Rights D

ay

）」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
昭
和

24
年
（
1
9
4
9
年
）
か
ら
毎
年
、
人

権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
1
週
間
（
12
月

4
日
～
12
月
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」
と

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 12 月 15 日（木）13:00~16:00
●場所／きび保健福祉センター

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

　
人
権
週
間

定
め
、
そ
の
期
間
中
、
各
関
係
機
関
お
よ

び
団
体
と
協
力
し
て
、
全
国
的
に
人
権
啓

発
活
動
を
展
開
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
な
ど
に
対
す
る
偏

見
・
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け

る
誹
謗
中
傷
、
い
じ
め
や
虐
待
、
外
国
人

や
障
害
の
あ
る
人
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

や
そ
の
家
族
な
ど
に
対
す
る
偏
見
・
差
別

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
依
然
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
国
連
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
が
掲

げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を

実
現
す
る
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

人
権
尊
重
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、

他
人
の
人
権
に
配
慮
し
た
行
動
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
も
、
12
月
4
日
か
ら
12
月
10
日
ま

で
の
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
全
国

各
地
で
集
中
的
に
人
権
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 4年（2022 年）10 月末日現在）

人口 2万 5,687 人
男 1万 2,175 人
女 1万 3,512 人

1 万 707 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 － 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 － 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 － 4882
有 田 聖 苑 52 － 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 － 5474

₀₉₀︲₇₉₆₆︲₁₆₉₇
有田川町 少 年 センター 52 － 8744

健 

康

◆
◆
◆

若
年
者
健
診
を
受
診
で
き
ま
す

有
田
川
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
令

和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
中
の
年

齢
が
20
歳
～
39
歳
ま
で
の
方
は
、
集
団
健

診
の
日
程
で
基
本
健
康
診
査
（
若
年
者
健

診
）
を
受
診
で
き
ま
す
。

●
健
診
内
容
／
身
体
測
定
・
血
液
検
査
・

血
圧
測
定
・
検
尿
検
査
・
心
電
図
検
査

な
ど

※
年
度
内
1
回
限
り
、
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

●
集
団
健
診
の
日
程

・
令
和
5
年（
2
0
2
3
年
）1
月
17
日（
火
）

　

◦
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　

◦
受
付
時
間
／
8
時
～
9
時

・
令
和
5
年（
2
0
2
3
年
）1
月
29
日（
日
）

　

◦
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

　

◦
受
付
時
間
／
8
時
～
9
時

・
令
和
5
年（
2
0
2
3
年
）2
月
19
日（
日
）

　

◦
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　

◦
受
付
時
間
／
8
時
～
9
時

※
受
付
時
間
に
つ
い
て
は
、
申
込
人
数
に

よ
っ
て
個
別
に
通
知
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
定
員
／
全
日
程
で
40
人
程
度

※
定
員
に
達
し
次
第
受
け
付
け
を
終
了
し

ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
／
各
日
程
の
10
日
前
ま

で
に
健
康
推
進
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

｝

さ
い
。

※
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
4
月
1

日
～
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
3

月
31
日
の
間
に
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の

健
診
を
受
診
・
予
約
済
み
の
方
は
対
象

外
で
す
。

申
問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

健
康
診
査
は
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
2
月
末
日
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
で
ま
だ
健
康
診

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
の
方
に
は
5
月
末
に
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
紛
失
し

た
場
合
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
医
療
健
康
診
査

・
対
象
者
／
75
歳
以
上
の
方
。
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
認

定
を
受
け
ら
れ
た
方
。

・
検
査
項
目
／
問
診
・
計
測
・
診
察
・
脂

質
・
肝
機
能
・
尿
・
腎
機
能
・
代
謝
系

・
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

・
費
用
／
無
料

●
歯
科
健
康
診
査

・
対
象
者
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）

3
月
末
で
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
の
方
と
、

90
歳
以
上
の
方

・
検
査
項
目
／
問
診
・
口
腔
内
検
査
・
口

腔
機
能
検
査

・
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

・
費
用
／
無
料

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品 

使
い
ま
せ
ん
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
に
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を

対
象
に
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か

け
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
や

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 － 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 － 4730

交通事故発生件数
（10月中、物損含む）

有田川町 52 件
死者 0人　負傷 3人

有田湯浅警察署調べ

お知らせお知らせ
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福 

祉

◆
◆
◆

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

福
祉
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

在
宅
で
、
身
体
・
知
的
も
し
く
は
精
神

に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
、
福
祉

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
す

る
手
当
で
す
。
こ
の
手
当
の
支
給
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
11
月
上
旬
に

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
る
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
だ
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、必
要
事
項
を
ご
確
認
の
上
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

税 

金

◆
◆
◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
の
所
得
申
告
が
ま
だ
の
方
は

提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
中
の
年

間
収
入
額
確
定
後
、
再
審
査
に
よ
り
要

続
き
、
免
税
事
業
者
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
制
度
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
質
問

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
質
問
を
入
力
し
て

い
た
だ
く
と
、
A
I
を
活
用
し
て
24
時

間
自
動
で
お
答
え
し
ま
す
。

「
軽
減
・
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
で
は
一
般
的
な
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
／
0
1
2
0
︲

2
0
5
︲
5
5
3　

9
時
～
17
時（
無

料
、
土
日
祝
日
除
く
）

※
個
別
の
相
談
は
、
所
轄
の
税
務
署
へ
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
減
免
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
【
国
民
健
康
保
険
税
】税
務
課（
吉
備
庁
舎
）

　
【
介
護
保
険
料
】長
寿
支
援
課（
金
屋
庁
舎
）

　
【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】
住
民

課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合  

☎
0
7
3
‐

4
2
8
‐
6
6
8
8

令
和
5
年
（
２
０
２
３
年
）
10
月
か
ら

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始

・
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た
め
に
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
が
必

要
で
す
。

※
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
登
録
に
つ
い
て
は
お
急

ぎ
く
だ
さ
い
。

・
多
く
の
事
業
者
の
方
が
登
録
申
請
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
録
が
早
け
れ
ば
、
取

引
先
へ
の
お
知
ら
せ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
登
録
申
請
手
続
き
は
ｅ
︲
T
a
x
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
書
面
で
の
申
請
の
場
合
は
、
税
務
署
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
、
制
度
に
つ

い
て
開
設
し
た
動
画
（
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
）、
取
扱
通
達
、
Q
＆
A
、
税
務

署
な
ど
の
説
明
会
開
催
情
報
や
、
申
請
手

令
和
4
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
手
続

き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

・
12
月
21
日
（
水
）
14
時
～
15
時

・
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
25

日
（
水
）
10
時
～
11
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会 

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

法
人
課

税
部
門 

☎
６
３
︲
5
4
0
6
（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
6

インボイス
特設サイト

チャットボット

お知らせお知らせ
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Ｋ
Ｓ（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）

が
始
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
で
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付

状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
納
税
証
明
書
を
提
示
し
な

く
て
も
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
注
意

次
の
場
合
は
、
納
税
証
明
書
の
提
示
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付
直
後

な
ど
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
で
納
付
確
認
が
で

き
な
い
場
合

・
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ
る
場
合

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

所
得
税
な
ど
の
申
告
は

e
‐
T
a
x
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
所
得
税
な
ど
の

申
告
書
を
作
成
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き

ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
連
携
す
る

と
控
除
証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
の
デ
ー

タ
を
申
告
書
へ
自
動
で
入
力
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
対
応

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
利
用
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
税
務
署
へ
行
か
な
く
て
も
自
宅
か
ら
申

告
が
可
能
。

・
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震
保
険

料
控
除
証
明
書
な
ど
の
添
付
書
類
は
、

記
載
内
容
を
入
力
・
送
信
す
れ
ば
提
出

や
提
示
が
不
要
。

※
法
定
申
告
期
限
な
ど
か
ら
5
年
間
は
、

税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
や
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
自
宅
か
ら
ｅ
︲
T
a
x
で
提
出
さ
れ

た
還
付
申
告
は
、3
週
間
程
度
で
還
付
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間
い
つ
で

も
利
用
可
能
。

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

軽
自
動
車
の
新
車
購
入
時
の
手
続
き
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

●
新
車
購
入
時
の
軽
自
動
車
保
有
関
係
手

続
き
が
対
象
に

パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
24

時
間
3
6
5
日
い
つ
で
も
、
軽
自
動
車

の
新
車
購
入
時
に
各
種
申
請
や
納
付
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
「
軽
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
軽
自
動
車

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）」
が
令
和
5

年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

●
注
意

・
二
輪
・
原
付
・
小
型
特
殊
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ

申
請
の
対
象
外
で
す
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
0
︲
3
3
6
4
︲
0
8
0
0

車
検
時
の
納
税
証
明
書
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す

●
軽
自
動
車
税
︵
種
別
割
︶
の
納
税
確
認

の
電
子
化

軽
自
動
車
の
車
検
（
継
続
検
査
）
時
に

お
け
る
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付

に
つ
い
て
は
、
納
税
証
明
書
を
提
示
す
る

方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
5

年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ

ありだがわ防災・行政ナビの登録を
防災無線の放送内容やハザー

ドマップ、緊急情報を確認できま
す。お出かけ先でも有田川町の情
報をチェック！

「ライフビジョンアプリ」を
インストールしてください。無
料で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )

お知らせお知らせ
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募 

集

◆
◆
◆

第
17
回
有
田
川
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

候
補
者
の
推
薦

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
な
ら
び
に
奨
励
と
向
上

を
図
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
績
が
優

秀
な
選
手
お
よ
び
団
体
に
「
有
田
川
町
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
」
を
贈
り
、
表
彰
し
ま
す
。

次
の
選
考
基
準
に
基
づ
き
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
①
町
内
に
在
住
す
る
方

②
町
内
に
所
在
す
る
団
体

③
町
出
身
の
社
会
人
ま
た
は
大
学
生
お
よ

び
こ
れ
に
準
ず
る
学
生

④
町
外
の
出
身
で
町
内
の
学
校
に
在
学
す

る
学
生
の
う
ち
相
当
の
成
績
を
収
め
た

方
●
選
考
基
準

・
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
／
国
際
大
会
に
お
い
て

入
賞
し
た
方
。
国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た

方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
／
「
全
日
本
」
な
ど
、
全

国
規
模
を
表
す
語
句
を
冠
す
る
大
会

で
、
1
位
か
ら
3
位
ま
で
の
成
績
を
挙

げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
／
「
全
日
本
」
な
ど
、

全
国
規
模
を
表
す
語
句
を
冠
す
る
大
会

で
入
賞
し
た
方
。「
近
畿
」「
関
西
」
な

ど
、
相
当
な
規
模
で
あ
る
こ
と
を
表
す

る
語
句
を
冠
す
る
大
会
で
1
位
か
ら
3

位
ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
／
県
大
会
で
1
位
の

成
績
を
挙
げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞
／
小
学
生
以
下

を
出
場
者
と
し
、「
全
日
本
」
な
ど
、

全
国
規
模
を
表
す
る
語
句
を
冠
す
る
大

会
で
入
賞
し
た
方
。「
近
畿
」「
関
西
」

な
ど
、
相
当
な
規
模
で
あ
る
こ
と
を
表

す
る
語
句
を
冠
す
る
大
会
で
1
位
か
ら

3
位
ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
方
お
よ
び

県
大
会
で
1
位
の
成
績
を
挙
げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
／
選
考
委
員
会
で
表

彰
に
値
す
る
と
認
め
た
方
。

●
対
象
期
間
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2

年
）
1
月
1
日
～
12
月
31
日

※
個
人
ま
た
は
団
体
の
当
該
年
最
高
の
成

績
が
対
象

●
推
薦
期
限
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
1
月
12
日
（
木
）

●
表
彰
式
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

3
月
11
日
（
土
）
を
予
定

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
①
12
月
7
日
（
水
）
ま
で

②
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月

11
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
①
12
月
17
日
（
土
）
②
令
和

5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
21
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
①
②
と
も
に
、
和
歌
山
地

方
協
力
本
部
庁
舎
（
和
歌
山
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
︵
一
般
︶

・
資
格
／
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
15

歳
以
上
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
17
歳
未

満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
1
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

1
月
14
日
（
土
）

※
予
備
日
1
月
15
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

広報ありだがわが
アプリで読める！

広 報 あ り だ が わ
と町議会広報かわら
版をアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料。

発 行 日 に は プ ッ
シュ通知でお知らせ
します。

お知らせお知らせ
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案 

内

◆
◆
◆

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
実
施

都
市
計
画
の
拡
大
に
伴
い
、
有
田
川
町

吉
備
都
市
計
画
の
用
途
地
域
の
変
更
、
特

定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
（
町
決
定
）、
建

築
形
態
制
限
の
変
更
（
県
決
定
）
を
併
せ

て
行
う
の
で
都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
こ
の
都

市
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
／
12
月
13
日
（
火
）
～
27
日
（
火
）

●
場
所
・
時
間

・
吉
備
庁
舎
2
階 

建
設
課
／
8
時
30
分

～
17
時
15
分

・
和
歌
山
県
県
土
整
備
部 

都
市
住
宅
局 

建
築
住
宅
課
／
9
時
～
17
時
45
分

・
有
田
振
興
局 

建
設
部 

総
務
調
整
課
／

9
時
～
17
時
45
分

●
提
出
方
法
／
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

●
意
見
書
提
出
先

・
用
途
地
域
変
更
・
特
定
用
途
制
限
地
域

指
定
／
吉
備
庁
舎
2
階 

建
設
課

・
建
築
形
態
制
限
／
和
歌
山
県
県
土
整
備

部　

都
市
住
宅
局 

建
築
住
宅
課
、
有

田
振
興
局 

建
設
部 

総
務
調
整
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

有
田
地
方
休
日
急
患
診
療
所

年
末
年
始
の
診
療

●
年
末
年
始
の
診
療
日
／
12
月
30
日

（
金
）・
31
日
（
土
）、
1
月
1
日
（
日
・

祝
）
～
3
日
（
火
）

●
診
療
時
間
／
10
時
～
16
時
（
受
け
付
け

は
15
時
30
分
ま
で
）

●
診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科

問

有
田
地
方
休
日
急
患
診
療
所

　

☎
５
２
‐
4
8
8
2

か
な
や
明
恵
峡
温
泉

年
末
年
始
の
営
業

い
つ
も
か
な
や
明
恵
峡
温
泉
を
ご
愛
顧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

か
な
や
明
恵
峡
温
泉
は
元
日
か
ら
通
常

営
業
し
ま
す
。
お
正
月
は
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
と
温
ま
り
、
家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
1
月
1
日
（
日
・
祝
）

は
入
浴
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
実
施

し
ま
す
。
従
業
員
一
同
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
年
末
年
始
の
休
館
日
／
12
月
27
日（
火
）

～
12
月
31
日
（
土
）

※
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
は
1
月

1
日
（
日
・
祝
）
か
ら
営
業
し
ま
す
。

●
営
業
時
間
／
11
時
～
21
時
（
20
時
30
分

受
け
付
け
終
了
）

問

か
な
や
明
恵
峡
温
泉　

☎
３
２
‐

5
5
2
6

離乳食の進め方
～知ってみよう 楽しい食事！～

●日時／12月20日（火）13:30～14:30
●場所／子育て支援センター
●定員／10組程度
●講師／有田川町栄養士
●参加費／無料
●申込／12月1日（木）8:30～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（12 月 2 日・9 日・16 日・23 日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

2
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】
□健康相談

（清水保健センター）
　【健康推進課】

3
□清水木材特別市場

（清水木材加工所）
【林務課】

4
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

5 6
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
【議会事務局】

7 8 9 10
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

11
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

12 13 14
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□議会本会議
（一般質問）
【議会事務局】

15
□人権特設相談所

（きび保健福祉センター）
　【社会教育課】
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

16
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

17 18
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

19 20
□議会本会議

【議会事務局】

21
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

22 23
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

24
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

25
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

26 27
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28 29
□役場各庁舎・行政

局などの閉庁期間
※ 1/3 まで

30 31 1/1 元日

2 3 4 5
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

12月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□ 2歳児健診（金屋文化保健センター)
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
　（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□健康相談 ( 金屋文化保健センター）

【健康推進課】

□健康相談（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□第 6 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 6 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 6 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】
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去
る
10
月
15
日
（
土
）、
城
山
神
社
（
二
川
地
区
）
に
お
い
て

二
川
歌
舞
伎
芝
居
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
令
和
3
年

（
2
0
2
1
年
）
に
二
川
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
る
回ま
わ
り
ぶ
た
い

舞
台
（
和
歌

山
県
指
定
文
化
財
）
の
屋
根
が
修
復
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
今
年
に

は
城
山
神
社
の
拝
殿
が
改
築
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
す
。

二
川
歌
舞
伎
芝
居
は
、
城
山
神
社
の
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
て

き
た
農
村
歌
舞
伎
で
あ

り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

2
0
0
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
伝
統
芸
能
で
す
。
そ

の
中
で
も
和
歌
山
県
指
定

文
化
財
で
あ
る
「
三さ
ん
ば
そ
う

番
叟
」

は
、
歌
舞
伎
の
冒
頭
で
演

じ
ら
れ
「
姫
の
舞
」「
鶴
の

舞
」「
鈴
の
舞
」
の
3
部
か

ら
な
り
、
三
味
線
・
鼓
・

太
鼓
・
横
笛
・
拍ひ
ょ
う
し
ぎ

子
木
・

謡う
た
いに
の
っ
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。

奉
納
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
稽
古
や
舞
台
設
営
の
他
に
、

当
日
の
準
備
や
化
粧
・
着
付
け
な
ど
に
多
く
の
方
々
が
裏
方
と

し
て
支
え
て
お
り
、
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
が
協
力
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
姫
と
鶴
の
役
者
は
35
年
ぶ
り

に
演
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ
な
い
身

の
こ
な
し
が
印
象
的
で
し
た
。姫
の
動
作
は
し
な
や
か
で
あ
り
、

鶴
は
力
強
い
演
技
が
み
ら
れ
る
な
ど
熱
演
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
奉
納
は
三
味
線
・
鼓
・
太
鼓
・
横
笛
・
謡

な
ど
も
全
て
生
で
演
奏
さ
れ
、
か
つ
て
の
村
芝
居
の
雰
囲
気
が

体
験
で
き
る
貴
重
な
歌
舞
伎
芝
居
と
な
り
ま
し
た
。

芝
居
の
後
半
に
は
、
8
人
の
男
性
が
床
下
の
装
置
を
押
し
て

回
舞
台
が
回
転
す
る
と
客
席
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

二ふ
た
が
わ
か
ぶ
き
し
ば
い

川
歌
舞
伎
芝
居
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た

そ
の

121
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n.aridagaw

a.lg.jp
●

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

URL　
https://w

w
w.tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
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